
平成２５年度 地域振興基金を活用した区民活動助成事業一覧 

１．申請件数  １２件 

２．採択事業一覧（６事業） 

受付 

番号 
事業名 申請団体 総事業費 区負担金 

２ 
成人の発達障害者支援の基盤整備事

業 
特定非営利活動法人パルレ 

480,000 円 320,000 円
[実施にあたっての注意] 

・新しい就労支援の事業であり大いに期待したい。 

・今後の中間就労支援の場の仕組みづくりについては、一定の成果が具体的に出せ

るように事業を計画・推進していただきたい。 

３ 
防災啓発を通じ町内コミュニケーシ

ョンの強化を図る事業 
西品川三ツ木会 

592,500 円 390,000 円
[実施にあたっての注意] 

・町会として現状を打破しようとする意気込みを高く評価する。 

・既存の町会会員のみならず、積極的に新しい人材を取り入れた上で実施をしてい

ただきたい。 

７ 
農作業・里山保全活動を通じた地域の

若者パワーアップ事業 

特定非営利活動法人 

教育サポートセンターNIRE 

590,000 円 393,000 円

[実施にあたっての注意] 

・実施により成果が期待できる。今後は厳密に参加費を集めるなど、事業としての

自立を考慮し実施をしていただきたい。 

・東京都の助成事業との重複がないよう、実施・収支計画において厳密に区分する

こと。 

・昼食代については事業収入の参加費で実質的に賄っているため、事業費ではない

と判断し除外する。 

８ 
～中学生が地域デビュー～ 

地域と生徒で創る浜川まつり 
品川区立浜川中学校ＰＴＡ 

155,650 円 103,000 円

[実施にあたっての注意] 

・PTA が主体となって学校枠を超えて活動をしている点、子どもと地域とのつなが

りを高めようとしている点が大いに評価できる。７月のお祭りのみの単発事業と

して考えるのではなく、お祭り後も継続して生徒の地域デビューを支援していけ

るような活動として実施されたい。 

・PTA が行う試みに対して、継続的な地域との関わり合いを持つよう工夫していた

だきたい。 

・地域に関わる子どもたちが、この事業をとおし地域での存在感を発揮できる仕立

てになるように実施していただきたい。 

９ オープン中延！生活芸術祭 
インストールの途中だビル 

オープンアトリエ事務局 

651,500 円 401,000 円
[実施にあたっての注意] 

・区全体の活性化に役立つ取り組みなので観光協会などとの連携・協力をするなど、

地域だけでなく、区の観光地としてより広い視点も持って進めていただきたい。 

・既存の商店街などの組織との連絡・相談を積極的に行っていただきたい。 

10 
「逃げ遅れる人々-東日本大震災と障

害者」上映と監督トークの会 
だれもがともに連絡会 

224,900 円 149,000 円

[実施にあたっての注意] 

・災害時における自助として障害を持った方が取り組もうという考えが大いに評価

できる。しかしながら、会場の規模に比べ参加予定人数が少ないので、積極的に

声掛けし輪を広げていただきたい。たとえば、災害時の要援護者支援などの町会

の取り組みや区との連携をしながら進めていただきたい。 

・会場のバリアフリーの状況などを十分考慮して実施していただきたい。 

合計 2,694,550 円 1,756,000 円



３．不採択事業一覧（面接審査）（２事業） 

４．不採択事業一覧（書類審査）（４事業） 

受付 

番号 
事業名 申請団体 

１ 超初心者向けパソコン教室 任意団体 

[不採択理由] 

・受益者の方が受講後に情報の取り扱い方についてより積極的に活動していけるような仕組み、考えに立たなけれ

ば区民活動とは理解しがたく、助成金の趣旨と合致しない。 

・既存の他のパソコン技術を支援する団体と連携して実施することを模索するなど、より公益性を重視した活動へ

発展させていただきたい。 

４ 元気なお年寄りのくらし応援活動事業 特定非営利活動法人 

[不採択理由] 

・事業の枠組みについては広く地域に溶け込んで実施していただきたい。現状の計画では、公益性が不十分であり、

八潮地区の方たちに広く貢献できるとは考えにくい。より開かれた事業フレームを今後工夫・検討されたい。 

・貴団体は他の NPO などの活動団体との接点も多いので、事業実施にあたっては連携・協力など創意工夫をしてい

ただきたい。 

受付 

番号 
事業名 申請団体 

５ 食と環境の料理教室 任意団体 

[不採択理由] 

・着眼点に対する一定の評価を得たが、「エコぱてぃしえ」は何ができる人なのか明確に示されておらず、事業を

行って得られる成果や、区民に還元できるものが具体的に示されていなかった。 

・クッキング教室の２回の開催をもって課題解決につながるのか、説得力に欠けると判断した。 

・食の安全などは大きな課題であること、楽しく学習できる工夫があることなどから今後、より効果的な手法を検

討し活動を続けていただきたい。 

・また、参考までに、文化スポーツ振興課において「区民プロデュース型講座・講演会」という制度もあるので、

そちらの活用もアドバイスとしてご案内する。 

６ 一輪車教室 任意団体 

[不採択理由] 

・一輪車の購入はそもそも団体の活動の根幹であるので認めがたい。一輪車は、すまいるスクールや児童センター、

学校で既に普及していると思われるため、一輪車自体の入手においては、借りるまたは寄付を集めるなどの工夫

が必要ではないかと考える。 

・青少年の健全育成事業としては高く評価できるものの、一輪車購入申請助成という判断が否めず、助成・基金の

趣旨にそぐわないと判断した。 

・地域社会の希薄化という課題解決のために一輪車教室という新しい視点で取り組むことは大いに期待できるが、

一輪車教室という手法のみでは交流を生むという目的として十分とは考えらないため、今後内容への検討や拡大

に取り組まれることを期待したい。 

11 キャンドルナイト 特定非営利活動法人 

[不採択理由] 

・事業を実施することで、いつまでにどのような状態になることを目指すかなど、具体的な記載がないためイベン

トを行うのみの事業に見えてしまった。事業をどう行うかだけでなく、地域との交流や発展に具体的にどうつな

げ、広げていくなどの成果が見えないため、基金の趣旨にそぐわないと判断した。 

・昨年度は企業からの協賛金を得て実施していることから、既に自らの工夫と努力で実施に漕ぎ着けられる事業で

あると判断した。本事業の実施により貴団体にとってさらなる事業発展や団体成長のきっかけとなるものが読み

取れず、区への助成申請は団体として後退していると考える。 

・事業には多数の協力関係があるようなので、引き続き実施していってもらいたい。 

12 子育てキャッチボール 任意団体 

[不採択理由] 

・継続的な活動実績と企画内容は高く評価できるので、引き続き事業を実施していってもらいたい。 

・事業内容は評価でき、事業として助成の対象要件を備えているが、参加費がとれ、まかなえる事業であり、助成

の必要性が低いと判断した。 

・また、雨天時のリスク回避に対する支援は、助成・基金の趣旨にそぐわないと判断した。さらなる工夫と配慮を

されることを期待する。 


